
小山市立中小学校 学校教育目標 強い 賢い 美しい
・健やかで元気な子学校だより
・自ら学ぶ子Ｒ６ 第２号
・思いやりのある子校長 輕部 泰司
・地域を愛する子

思い返せば、新型コロナウイルス感染症が５類に移行したのが昨年５月のことでした。当時、
文科省から「学校生活の中で消毒によりウィルスを完全に死滅させることは困難です。このた
め、一時的な消毒の効果を期待するよりも、清掃により清潔な空間を保ち、手洗いを徹底する
ことの方が重要です」と示されていました。学校では①手洗い②清掃③換気④昼休みの遊びな
どの適度な運動などの「健康的な生活を送るために大切なこと」の日常化を図っています。御
家庭におかれましては、お子さんがゲーム等で寝不足にならないよう、十分な睡眠とバランス
のとれた食事を心がけていただき、抵抗力や免疫力を高める生活に御協力をお願いいたします。

気温が低い中での田植えでしたが、ボランティアの皆様のお力をいた
だきながら、子どもたちは元気いっぱいに、協力して楽しみながら苗を
植えました。子どもたちの５・７・５でその様子をお伝えします。
・田植えして みんな一緒に どろだらけ（４年 梁島 美伶）
・田植えはね いろいろな虫 会えるよね（５年 木本 萌果)
・ほっとした あぶなかった さむかった（３年 岸 咲蘭）
・２０年 代々続く 中小米 （６年 神山 淳也）

１年 栗原 由色 ぼくが、田うえでがんばったことは２
いねのあかちゃんうえたよ つあります。１つ目はバランスをとるこ
おいしくそだって いっぱい とです。田んぼはふあんていだけど、一
おむすびたべたいな どもころびませんでした。２つ目はいね

のかずです。さいしょはよくわからなか
１年 玉野 桃花 ったけど、あとのほうはわかってきまし
いねのあかちゃんうえたよ た。５年生になったらちゃんとおしえられるようになりたいです。
おいしいおむすび たべたいな 2年 小倉 十真 たうえでね どろだらけでも きもちいいな

５月の９日に田うえをしました。今年 わたしが田植えをして思ったことは、田んぼ
は４年生とペアで田うえをしました。手 に入った時、とても歩きづらくて大へんだった
足がさむかったり、ころびそうになった ことです。玉野さんに言われたとおり、じょうず
りけれど楽しかったです。赤いマークに になえを植えることができました。気持ちをこ
そって、いねをうえました。はやくおい めて田植えをすることができました。りっぱに
しいおこめにそだって、おいしいおにぎ 育ってほしいです。そして、いねかりをしてえの
りになるのがとても楽しみです。 き祭の時においしくおにぎりを食べたいです。

３年 玉野 杏樹 手足がね ぬちゃぬちゃ土で まっ黒け 4年 荒川 真菓 田植えはね 歩きづらくて 大へんだ

わたしが田んぼでがんば 私が田植えで思っ
ったことは２年生になえを たことが２つありま
わたしたり、最後まで６年生 す。１つ目は実行委
といっしょになえを植えたこ 員です。私は実行委
とです。とても時間がかかっ 員長だったので、あ
てしまいましたが、みんなで いさつのことばがあ
協力して最後まで終わらせ りました。とてもきん
ました。１年生は田植えが初 ちょうしたけど、しっ

めてだったけれどがんばっていました。これから育てていくなえがお米に かりすることができました。２つ目はなえを植えることです。最後は高学年だけで植えま
なっておにぎりとして食べるのがとても楽しみです。 した。大変だったけれど、小学校最後の田植えができました。
5年 青木 ひなた がんばった 支え 協力 大事だね 6年 大森 玲奈 最後だな 中小田植え 楽しかった



火起こし体験 瓦窯跡見学 火打ち石体験 １億円の重さ体験 修学旅行前に鎌倉の学習

４月と５月は６年生の体験学習や外部講師を招いての授業が多くありました。中国の老子は
「聞いたことは忘れる 見たことは覚える やったことは分かる」と言ったそうです。今年度も
学校行事だけでなく、学習の中でも体験を重視した学習を大切にしていきたいと思います。

手束学校歯科医の エイジェックの女子野
協力を得て１・３・ 球選手から体力テストの
６年生が歯科検診の 前に遠くに投げる投げ方 ２年生が１年生のガイド
後に、正しい歯磨き を教わり、繰り返し投げ 役になって、学校探検をし
を学習しました。 方を練習しました。 ました。すっかり仲良しになりました。

６年生が中心となって企画した１年生を迎える会が和やかに行われました。「ジェスチャー
クイズ」や「猛獣狩りに行こうよ」などの遊びを通して、１４名の１年生と７４名の上級生が
大きな家族のように仲良くなっていきました。校長の話では「１年生の皆さん、すてきなお兄
さんやお姉さんがいてくれてうれしいですね。学校は大きな家族です。先生たちはお父さんお
母さんの役目にもなります。だから、子どもたち全員が幸せに生活できることを願っています。
これからは全校児童が兄弟姉妹だと思って過ごしていきましょう。」と伝えました。

「おとぎのくに」の 田中さん、飯島さん、栗原さん、桑原さん、大森さんが読み聞かせをして
くださいました。「おとぎのくに」では一緒に活動してくださる方を募集しています！！！

５・６年生の 除草ボランティア 右下が飯田富江さん
調理実習指導の 活動できる日だけ、活動できる時間
ボランティアに だけの「だけボラ」として飯田富江
桑原さんが３回 さんが本校労務主事と一緒に作業を
きてくださいま してくださっています。さまざまな
した。おかげで だけボラを募集しています！日常的
より安全な活動 に地域の方が学校にいて、ふれあい
となりました。 のある学校にしたいと思います。


